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　　注）上表の高強度スラブ桁橋の内容は、計画マニュアルと異なる。

・ スラブ桁橋は、横組工を施工する際に吊足場が必要ない。
・

・
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計画一般

　プレテンション方式を対象とした場合における着目要素ごとの適合性を表-1に示す。

道路橋用橋げた 設計・製造便覧（通常橋げた）：(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会（平成16年6月）

【Ａ－３４】

PC道路橋計画ﾏﾆｭｱﾙ〔改訂版〕：(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会（平成19年10月）

　　　　　計画マニュアルでは、高強度スラブ桁橋について主に桁高制限に対する
　　　　　優位性のみを表現している。

　その他の着目要素は、以下のとおり。

　なお、特殊な条件や構造性および経済性などは、本評価と異なる場合もあるため摘要にあたって
は注意が必要である。

Ｔ桁橋はスラブ桁橋に比べ主桁本数が少なくなるため反力が低減でき、一定の規模以上
であれば一般的に 経済的となる。

添架物（水道管、電力管、ガス管など）が多数ある場合には、T桁橋は主桁間に取り付け
可能であることから、景観性が良い。

桁橋 平成21年 4月 1日
令和 3年10月20日

【Ｑ－３４】

　プレテンション方式のＰＣ橋の構造形式を比較・選定していく場合、どのような要素に着目すれば
よいか。

表-1 プレテンション方式の適合性
◎：着目要素に対する適合性が高い

○：着目要素に対する適合性が普通
△：着目要素に対する適合性が高くない


